
 

 

 

 

 

 

出雲弥生の森博物館開館１０周年記念特別展の開催について 
 

出雲弥生の森博物館は、今年の４月２９日に開館１０周年を迎えました。これを記念して下記の

とおり特別展「出雲・上塩冶築山古墳とその時代」を開催いたします。 

上塩冶築山古墳は６世紀後半に出雲平野を治めた豪族の墓で、平成 30 年(2018)に、冠や馬具な

ど出土品 140 点が重要文化財に指定されています。今回の特別展では、これら重要文化財はもとよ

り同時期の中国・四国地方の主要古墳の副葬品を展示し、上塩冶築山古墳の被葬者像やその時代に

迫ります。 

記 

 

１ 展覧会名  出雲弥生の森博物館開館１０周年記念特別展「出雲・上塩冶築山古墳とその時代」 

 

２ 開催期間  令和２年(2020)９月２６日（土）から１２月２１日（月）まで（開館日数 75 日） 

 

３ 開催場所  出雲弥生の森博物館 企画展示室（出雲市大津町 2760） 

 

４ 見どころ  上塩冶築山古墳の豪華な冠や大刀 

（金銅冠・金銀装大刀） 

上塩冶築山古墳の金銅冠の数少ない類例 

（香川県 王墓山古墳の金銅冠） 

        柄頭に向かい合った龍が表現された大刀 

（広島県 二子塚古墳の双龍環頭大刀） 

被葬者が推古天皇に仕えた可能性を示す大刀 

（松江市 岡田山１号墳の額田部銘大刀複製品） 

※展示資料 約２５０点（うち約１５０点が借用品） 

 

５ 関連講演会 ①１０月１０日（土）「上塩冶築山古墳の２セットの馬具と２人の被葬者」 

          講師：桃﨑祐輔氏（福岡大学 教授） 

        ②１１月 ７日（土）「上塩冶築山古墳のガラス玉はどこから来たのか？」 

          講師：田村朋美氏（奈良文化財研究所 主任研究員） 

        ③１２月 ５日（土）「上塩冶築山古墳の金銅冠と被葬者をめぐって」 

          講師：持田大輔氏（奈良県文化資源活用課 主査） 

※いずれも１４時から出雲弥生の森博物館にて。受講無料・要事前予約 

上塩冶築山古墳の金銅冠(復元品) 
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